
EJBが分散トランザクションを

優先することとEJBのコンカン

レシーモデル(Item31)であるこ

とと合わせて考えると、EJBは

トランザクション処理向け、特

に分散トランザクション向けで

ある概念であることがよりはっ

きりする。

トランザクションウィンドウ

をできるだけ小さいしたい

(Item29)なら、TPCは通信増

大を招く要件であるため、で

きるだけローカルトランザク

ションを利用する
まとめ(200-1)

ビーン管理のトランザ

クションを利用し、必

要になるまでトランザ

クションを開始しない

コードを書く

※JMSはConnectionと

Sessionの2つのリ

ソースを利用する

自動登録(auto-

enlisthment)とは、

EJBにおいてJNDIコン

テキストからリソース

を取得する時にリソー

スが自動的にトランザ

クションの部分として

登録される機能のこと

自動登録のために、

JMSキューとデータ

ソースを参照するだけ

で同一トランザクショ

ンとして扱う

DB+JMSキューにアク

セスするなら分散トラ

ンザクション

(2)エンタープライズビー

ンがローカルトランザク

ションを利用することを指

定

(1)コンテナがローカルト

ランザクションを選択

(1)(2)を無保証

最悪なことに、EJBコ

ンテナで実行されるト

ランザクションはデ

フォルトで全て分散ト

ランザクションになる

(199-2,4)

(例)参照だけで更新し

ない

(例)バックエンドから

データを引き出し、他

のDBに格納する

TPCが必要となる場合

は想像するよりあまり

一般的ではない(198-6)

(例)JMSキューから

メッセージを取り出

し、かつ、DBへの

insertが成功する時の

み

複数データソース、か

つ、トランザクション

が必要な場合のみ

絶対に必要でなければ

分散Tを避ける(198-5)

より長くロックを保持

分散通信が必要

TPCは共有コストがか

かる(198-4)

(例)たいていのRDBは

TMとRMを同じプロセ

スにしてよりシンプル

に

複雑な機構だが、とて

も信頼性がある

TPCプロトコル概要(197-3,4,198-1,2)  

クライアントとRMの

相互作用のハンドル

分散Tの生成
トランザクション

マネージャ

(TM)

共有リソース提供リソース

マネージャ

(RM)

クライアント

3つの役割

いわゆる、2フェーズコミッ

トプロトコル(two-phase 

commit(TPC) protocol)

分散

トランザクション

プロトコル

(distributed

transaction

protocol)(197-2)

(例)J2EEでDBやJMS

プロバイダ、コネクタ

(例)RDBでベンダが異

なる

(例)RDBでインスタン

スが異なる

リソースが2つあり、1

つのトランザクション

として実行する必要が

ある時に何が起こるか

(196-2,197-1)

ROLLBACK

COMMIT

BEGIN TRANSACTION

(例)RDBトランザクションの生

成は一般的に技術特有

の振舞である(196-1)

Item32 分散トランザク

ションよりローカルトラン

ザクションを選ぶ
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